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はじめに

• 「対話システムライブコンペティション」初参戦

•チャットボット作成 初心者

•実働時間 3日間

•予選 1位通過



予選 第1位 なぜ？

・ 対話システム講習会 受講

・ xAIML SUNABA （ドコモ）利用

・ 経験（研究・教育・実践）活用



予選 第1位 なぜ？：談話研究

チャット・コミュ
ニケーション

ツイッター 雑談 人とロボット



チラシ配りショートムービー

予選第1位なぜ？

実践

人× Pepper PJ

漫才



目的

・シチュエーションに適した、人らしい会話

・ユーザ（先輩）からの「同窓会の幹事の依頼を断りたい」

対話システム

・談話研究の知見を活かす

・対話システム研究への貢献



談話研究の知見を取り入れた対話戦略

ポライトネス・ストラテジー／談話標識／会話の終結

「テーマのある順番交替」で対話の主導権を握る

談話の展開メカニズム



談話の展開メカニズム
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図１：依頼先行発話数とユーザ（50人）の割合
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対話戦略（談話研究の知見活用）



対話戦略
（談話研究の知見活用）



システム構成

ルールベース型の雑談対話システム（非タスク指向型対話システム）

チャットボットプラットフォームSUNABA（ドコモ）開発者向けxAIML

•任意の入力を表すワイルドカード（*）
•（人の発話に応じた）分岐
•ユーザ発話を記憶
•覚えたことを使って発話

システムの特徴



ボット作成画面



評価（ライブコンペ予選結果）

どれくらいシチュエーションに適した人らしい会話か

クラウドワーカー50人による5段階評価

１位 評価値4.26 
（最大値5.0）



評価（ライブコンペ予選結果）

評価者コメント
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